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みなべ新橋の開通を祝って行われたテープカット

み
な
べ
新
橋
が
完
成
！

　

山
内
と
気
佐
藤
を
結
ぶ
町

道
み
な
べ
新
橋
線
「
み
な
べ

新
橋
」
が
、
平
成
22
年
６
月

末
に
完
成
し
ま
し
た
。
完
成

し
た
橋
梁
の
延
長
は
、
１
９

１
メ
ー
ト
ル
で
、
幅
員
は
、

車
道
部
が
６
・
５
メ
ー
ト
ル
、

歩
道
部
は
２
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　

こ
の
橋
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
平
成
16
年
10
月
の
町
村

合
併
に
際
し
、
新
町
ま
ち
づ

く
り
計
画
で
重
点
施
策
に
掲

げ
、
住
民
生
活
の
利
便
性
の

向
上
や
産
業
活
動
の
円
滑
化

を
図
り
、
新
町
の
経
済
活
性

化
を
推
進
す
る
た
め
の
住
民

交
流
道
路
と
し
て
、
平
成
17

年
度
か
ら
事
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。　

　

橋
の
名
前
は
、
一
般
公
募

に
よ
り
平
成
20
年
10
月
、
堅

田
博
子
さ
ん
（
気
佐
藤
）
が

命
名
し
た
「
み
な
べ
新
橋
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
み
な
べ
新
橋
」
の
竣
工
式

は
、
７
月
17
日
（
土
）、
橋
の

近
く
に
あ
る
み
な
べ
町
民
広

場
で
、
関
係
者
や
地
域
住
民

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

式
典
で
は
、
町
長
式
辞
や

来
賓
祝
辞
、
事
業
の
経
過
報

告
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

み
な
べ
新
橋
に
移
動
し
て
、

開
通
を
祝
う
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

と
渡
り
初
め
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
気
佐
藤
側
の
橋
の
入

り
口
で
、
下
宏

和
歌
山
県
副
知

事
、
坂
本
登
県

議
会
議
員
、
冨

安
民
浩
県
議
会

議
員
、
花
田
健

吉
県
議
会
議

員
、
小
川
猛
町

議
会
議
長
、
橋

の
命
名
者
の
堅

田
博
子
さ
ん
、

小
谷
芳
正
町
長

の
７
名
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
渡

り
初
め
式
が
始

ま
り
、
山
内
の

熊
代
進
さ
ん
と

百
合
子
さ
ん
、

日
出
夫
さ
ん
と
千
昌
さ
ん
、

雄
介
さ
ん
と
佑
企
子
さ
ん
の

親
子
三
世
代
の
夫
妻
と
雄
介

さ
ん
の
長
女
彩
乃
ち
ゃ
ん
が
、

渡
り
初
め
を
行
い
、
続
い
て

式
典
の
参
列
者
や
地
域
住
民

も
渡
り
初
め
に
参
加
し
て
開

通
を
祝
い
ま
し
た
。

　

み
な
べ
新
橋
が
、
永
年
に

わ
た
り
町
の
発
展
に
寄
与
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

み
な
べ
新
橋
が
完
成
！



3 2

計
画
の
基
本
理
念
と
目
標

『
み
な
べ
町
次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動
計
画
』を
策
定

次
代
を
担
う
子
ど
も
を
み
ん
な
で
育
て
る
あ
た
た
か
い
ま
ち

平
成
22
年
第
３
回
臨
時
町
議
会

　

７
月
15
日
（
木
）、
平
成
22
年

第
３
回
臨
時
町
議
会
が
開
会
さ
れ

（
会
期
１
日
）、
次
の
２
議
案
が
上

程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
物
品
売
買
契
約
の
締
結
に

　

つ
い
て

　

岩
代
小
学
校
新
築
校
舎
に
か

か
る
備
品
一
式
の
購
入
に
つ
い

て
、
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

有
限
会
社
池
本
（
北
道
）
と
７

３
１
万
８
５
０
０
円
で
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
83
億
４
５
９
０
万
円
と

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
は
、
繰
越
金
１

０
０
万
円
で
す
。
歳
出
は
、
商

工
会
発
行
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
補
助
金
で
す
。

　

み
な
べ
町
で
は
、
平
成
17
年

３
月
に
「
み
な
べ
町
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

　

行
動
計
画
策
定
か
ら
５
年
が

経
過
し
、
施
策
の
進
捗
状
況
や

新
た
な
課
題
を
ふ
ま
え
、
必
要

な
見
直
し
を
行
い
、
み
な
べ
町

の
特
性
を
活
か
し
た
総
合
的
・

計
画
的
な
子
育
て
支
援
施
策
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

こ
の
ほ
ど
『
み
な
べ
町
次
世
代

育
成
支
援
後
期
行
動
計
画
』
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
５
年

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
基
本
理
念

　

明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
心
豊
か
で
、
健
や
か
に
育

つ
こ
と
は
、
み
な
べ
町
だ
け
で

な
く
将
来
の
社
会
を
支
え
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。

　

み
な
べ
町
で
は
、
住
ん
で
、

生
活
す
る
こ
と
に
夢
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
行
動
計

画
の
基
本
理
念
を
次
の
よ
う
に

定
め
計
画
を
進
め
ま
す
。

　
『
次
代
を
担
う
子
ど
も
を

み
ん
な
で
育
て
る
あ
た
た
か

い
ま
ち
』

◇
基
本
目
標

・
子
ど
も
の
生
き
る
力
を
育
み
、

　

健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
ま

　

ち
づ
く
り

・
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る

　

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

・
子
ど
も
に
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

今
後
、
こ
の
基
本
理
念
と
目

標
を
基
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
、

関
係
機
関
と
共
に
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動

計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
住

民
環
境
課
ま
た
は
各
支
所
で
閲

商業・法人登記事務の取扱庁が変わります
　和歌山地方法務局田辺支局が管轄しています田辺市、西牟
婁郡（白浜町、上富田町、すさみ町）、みなべ町の会社・法
人に関する登記事務は、９月６日（月）から和歌山地方法務
局登記部門（和歌山市）で取り扱います。
　なお、９月６日以降の事務の取扱いは、次表のとおりです。

覧
し
て
い
た
だ
く
か
、
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
下
さ
い
。会社・法人登記事務の内容

和歌山地方法務局
田辺支局 登記部門

会社・法人登記の申請手続 × ○
会社・法人の登記事項証明書の発行 ○ ○
会社・法人の印鑑証明書の発行 ○ ○
会社・法人の登記事項要約書の発行 × ○
会社・法人の紙の登記簿の閲覧及び謄本等の発行 × ○
会社・法人の印鑑の届出（改印・廃印） × ○
会社・法人の印鑑カードの発行・再発行・廃止 ○ ○
会社・法人の電子証明書の届出 ○ ○
会社・法人の登記手続の質問・相談 ○（注） ○

（注）会社・法人の登記手続に関するご質問・ご相談は、引
き続き田辺支局でもお受けしますが、その内容によりまして
は、和歌山地方法務局登記部門でのみ取り扱う場合がありま
すので、あらかじめご了承願います。
※取扱庁の変更にともない、必要となる登記申請手続等はあ
りません。また、現在お持ちの印鑑カードは、そのままご利
用いただけます。
※不動産（土地・建物等）登記事務については、変更はあり
ません。
　くわしくは、和歌山地方法務局登記部門（℡０７３－４２
２－５１３１）へお問い合わせください。
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願いを込めて　七夕笹飾り

「夏の子どもを守る運動」スタート！

　今年も町内の各小学校から小学生たちが、役場第１庁舎や浄化セン
ターなどの見学に訪れました。
　６月29日（火）、高城小学校と清川小学校の３年生19名が、社会科学習
「町内めぐり」の一環として役場第１庁舎を訪れました。庁舎では、各課や
町長室、議場などを見学し、役場職員から各課でおこなっている仕事内
容などを聞きました。そして、行政の仕事などについて質問等を行ない学
習しました。
　この日はほかにも、給食センターやゆめよみ館など町内の公共施設を
見学して、学習しました。

　６月23日（水）、町内でフジテレビの番組「おふくろもう一杯！」の撮影がありました。
　この番組では、全国各地の郷土料理を紹介しており、今回みなべ町では梅料理
の紹介が企画されました。梅の収穫や選果作業などを撮影した後、梅料理を作って
いる様子などが撮影されました。
　この日、梅料理研究会の岩本直子さんと岩本紀代子さんが、調理して紹介した
梅料理は「梅そうめん」で、暑い夏にあっさりと食が進むとてもおいしい一品でした。

　７月12日（月）、田辺人権擁護委員協議会みなべ部会と和歌山地方法務局は、南部
小学校で４年生の児童を対象に、人権教室を開きました。教室では、人権擁護委員の
生駒武敏さんと吉水美津代さんが教壇に立ちました。授業は、いじめを取り上げたアニ
メビデオを見た後、登場人物の気持ちを考えたり、いじめをなくすためにはどうしたらい

　6月28日（月）、田辺保護司会みなべ分会の保護司さんたちが役場第１庁舎を訪れ、小谷町
長に、法務大臣と県知事からの「社会を明るくする運動」への協力メッセージを、伝達しまし
た。第60回目を迎えた今回は、～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～と
題して、運動を推進しています。

「いじめをなくそう人権教室」を実施

　７月16日（金）、町青少年育成町民会議が、「夏の子どもを
守る運動」の一環として街頭啓発を実施しました。
そのオープニングセレモニーが、はあと館前で行われました。
セレモニーでは、天野仁会長と山本昇みなべ幹部交番所長
さんの挨拶のあと、南部高校吹奏楽部が「吹奏楽のための

「町内めぐり」で役場見学

「おふくろもう一杯！」で梅料理を放映

“社会を明るくする運動”啓発

　町は、平成20年7月に小規模でも酒類製造ができる「紀州みなべ梅酒特区」に認
定されており、その後、この梅酒特区を活用して町内の3業者と梅生産者1人が、リ
キュール製造免許を取得しています。そのうち１社が、梅酒商品の販売を開始して
います。
　このほど、梅加工販売業　㈱マルリョウナガオカ（芝）が、リキュール製造免許を
取得し、６月21日（月）、同社社長の永岡良美さんと専務の永岡亮さんが役場を訪
れ、小谷町長に免許取得を報告しました。
　梅の消費が低迷しているなかでも、近年梅酒の生産量は伸びており、青梅、梅干
しに続く第3のブランド梅酒で、新たな消費拡大につながることを期待しています。

「紀州みなべ梅酒特区」 リキュール製造免許を取得

愛之園保育園児が「虹」を訪問清川保育所で

ひかり保育所の園児たち

田辺保護司会みなべ分会の皆さん南部中学校で啓発

「みんなで
子どもたちを守りましょう」

暑い中演奏してくれた
南部高校吹奏楽部

　７月初め、町内の各保育所や
幼稚園で、七夕まつりが行なわ
れました。
　愛之園保育園すみれ組の園
児たちが、介護老人福祉施設
「虹」を訪れ、入所者と一緒に七
夕の飾りつけを楽しみました。ま
た、七夕の歌などを元気いっぱ
い歌って披露しました。
　清川保育所では、毎月行なっ
ているおひさま広場に、未就園
児とお母さんたちが参加して、飾りや願い事を書いた短冊などを笹に飾りつけ、七夕
まつりを楽しみました。
　ひかり保育所では、園児たちが七夕笹流しの行事を行いました。
　皆さんの願い事がかないますように・・・

いかをみんなで考えました。児童
は「人の気持ちを考える」「仲良
くする」などいろんな意見を出し
て話し合い、「いじめをしない、さ
せない、見逃さない」ことが大事
ということを学びました。
　授業の後、児童達は、法務省
のキャラクター「まもる君」とふれ
あいました。

　伝達の後、分会の皆さんは、役場庁舎内
や町内のスーパーマーケットの店頭で、啓発
チラシを配って運動への協力を呼びかけま
した。
　また、７月６日（火）、南部中学校では、生徒
会役員や教員、保護司さんたちが、登校し
てきた生徒にポケットティシュとチラシを配っ
て、運動の啓発を行いました。

犬夜叉」など３曲を演奏して盛り上げました。
　終了後、セレモニーの参加者が街頭啓発を行
い、町民に運動への協力を呼びかけました。
夏の子どもを守る運動期間は、7月1日～8月31日
です。
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　このほど、梅加工販売業　㈱マルリョウナガオカ（芝）が、リキュール製造免許を
取得し、６月21日（月）、同社社長の永岡良美さんと専務の永岡亮さんが役場を訪
れ、小谷町長に免許取得を報告しました。
　梅の消費が低迷しているなかでも、近年梅酒の生産量は伸びており、青梅、梅干
しに続く第3のブランド梅酒で、新たな消費拡大につながることを期待しています。

「紀州みなべ梅酒特区」 リキュール製造免許を取得

愛之園保育園児が「虹」を訪問清川保育所で

ひかり保育所の園児たち

田辺保護司会みなべ分会の皆さん南部中学校で啓発

「みんなで
子どもたちを守りましょう」

暑い中演奏してくれた
南部高校吹奏楽部

　７月初め、町内の各保育所や
幼稚園で、七夕まつりが行なわ
れました。
　愛之園保育園すみれ組の園
児たちが、介護老人福祉施設
「虹」を訪れ、入所者と一緒に七
夕の飾りつけを楽しみました。ま
た、七夕の歌などを元気いっぱ
い歌って披露しました。
　清川保育所では、毎月行なっ
ているおひさま広場に、未就園
児とお母さんたちが参加して、飾りや願い事を書いた短冊などを笹に飾りつけ、七夕
まつりを楽しみました。
　ひかり保育所では、園児たちが七夕笹流しの行事を行いました。
　皆さんの願い事がかないますように・・・

いかをみんなで考えました。児童
は「人の気持ちを考える」「仲良
くする」などいろんな意見を出し
て話し合い、「いじめをしない、さ
せない、見逃さない」ことが大事
ということを学びました。
　授業の後、児童達は、法務省
のキャラクター「まもる君」とふれ
あいました。

　伝達の後、分会の皆さんは、役場庁舎内
や町内のスーパーマーケットの店頭で、啓発
チラシを配って運動への協力を呼びかけま
した。
　また、７月６日（火）、南部中学校では、生徒
会役員や教員、保護司さんたちが、登校し
てきた生徒にポケットティシュとチラシを配っ
て、運動の啓発を行いました。

犬夜叉」など３曲を演奏して盛り上げました。
　終了後、セレモニーの参加者が街頭啓発を行
い、町民に運動への協力を呼びかけました。
夏の子どもを守る運動期間は、7月1日～8月31日
です。
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●終わらざる夏（浅田次郎）
●美は乱調にあり（瀬戸内寂
聴)●猫とともに去りぬ（ロダー
リ）●御巣鷹山と生きる（美谷
島邦子）●自宅で大往生（中
村伸一）●恐竜の切り紙（大
原まゆみ）●僕はトウフ屋だか
らトウフしか作らない（小津安
二郎）

　地球が長い年月をかけて生
んだ豊かな生態系が失われ
ている状況を、生物ジャーナリ
ストが写真で紹介します。南極
のペンギンの姿、昆虫ブームが
生んだもの、ガラパゴス諸島の
変貌など、動物達から聞こえ
てくる「地球の声」に耳を傾け
て下さい。

●頭のうちどころが悪かった
熊の話（安藤みきえ）●あめぽ
ぽぽ（ひがしなおこ）●イルカ
（水口博也）●ハンダのめんど
りさがし（ブラウン）●お父さん
が教える読書感想文の書き方
（赤木かん子）●ここにも、コケ
が（越智典子）●かんたん手
づくりおうちでおもちゃ（堀川
真）●あるくのがきらいな王さ
まのはなし（松野正子）表・グラ
フのかき方事典（小西豊文）

●好きな素材と台所道具でかえ
る食堂（松本朱希子）●クラスで
ケータイ持ってないの僕だけなん
だけど（高橋章子）●蔵書まる
ごと消失事件（イアン・サンソム）

●図書館ラクダがやってくる
（マーグリート・ルアーズ）●せ
かいいちおいしいスープ（マー
シャ・ブラウン）●時間のコレク
ション（飯村茂樹）

　ぬけるような青い空。宝石をちりばめたみたいな夜
空。昔から、人の心を引きつけてきた果てしなく広がる
空が、今月のテーマです。
　ちょっと落ちこんだときも、空を見あげて深呼吸する
と、また、元気がわいてきそう。読みもの、写真絵本、星
や宇宙飛行のことなど、いろいろあります。

　メールや携帯は便利ですが、やはり手紙などの便
りをいただくと嬉しくなります。折々に思いを伝えるメッ
セージを届けてみませんか。手紙のマナーや絵てが
みの本、手紙にまつわる物語などを紹介します。

「手紙」

「空をみあげよう！」

８月11日（水）

74-3283
72-1410

今
森
洋
輔

　

（
岩
崎
書
店
）

　春になると、琵琶湖にフナが
姿を見せます。フナは何を食
べるのでしょう？　さまざまなプ
ランクトンの姿が、大きく、美し
いタッチで描かれた、珍しい絵
本です。単細胞のプランクトン
が、実は「原始的で単純」どこ
ろか、「最新鋭のコンピュータ」
みたいに進化した細胞だ、と
いう目からウロコの一冊です。

水
草
の
森 地

球
の
声
が
き
こ
え
る

藤
原
幸
一

　

（
講
談
社
）

　「ソルハ」とは、ダリ語で「平
和」を意味する言葉です。１９
９６年アフガン政権崩壊から
2002年タリバン撤退までの、ア
フガニスタンの首都カブールで
の戦争中の生活を、少女ビビ
の目を通して描いています。平
和とは何かを考えさせられる
一冊です。

帚
木
蓬
生

　

(

あ
か
ね
書
房
）

午後３時から

ソ
ル
ハ

６歳くらいから楽しめます。

つくってあそぼう！“紙皿まわし”

　今年も奈良の安岡加代子さんが、手遊び、わらべ
うた、おはなしなどをしてくれます。
　夏休みももうすぐ終わりのころ・・・一息”ほっ”と
しに来てくださいね。

みんなできてね！  夏のおはなし会スペシャル

　

７
月
13
〜
15
日
、
ゆ
め
よ
み

館
で
、
南
部
高
校
２
年
生
の
生

徒
２
人
が
、
職
業
体
験
で
図
書

館
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

カレンダー

◆とき　８月２０日（金）午後２時から
◆場所　ゆめよみ館　２階会議室

ろうそくをともして、昔話などを語ります。
わくわく、ドキドキのひとときを楽しんでください。

おはなしをきく会
◆とき　８月２７日（金）午後２時から
◆場所　生涯学習センター3階　視聴覚ホールで

◆とき　８月２５日（水）午後２時から
◆場所　ゆめよみ館　２階で

２日（月）休館

9月4日（土）わくわくタイム（10:30～）
おはなし会（14:00～）

31日（火）休館（月末整理日）
30日（月）休館

28日（土）ビデオ上映会（10：30～）
おはなし会（14:00～）

26日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）（10:30～）

25日（水）夏のおはなし会スペシャル
（14：00～）

23日（月）休館
21日（土）おはなし会（14:00～）
20日（金）つくってあそぼう！（14：00～）
16日（月）休館
14日（土）おはなし会（14:00～）

12日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）（10:30～）

９日（月）休館

７日（土）わくわくタイム（10:30～）
おはなし会（14:00～）
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平
成
23
年
度
採
用
の
み
な
べ

町
職
員
［
２
名
（
保
育
士
・
幼

稚
園
教
諭
）］
を
次
の
通
り
募
集

し
ま
す
。

■
採
用
人
員

　

２
名（
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
）

■
受
験
資
格

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
資
格
と

幼
稚
園
教
諭
２
種
以
上
の
免
許

の
両
方
を
有
す
る
方
又
は
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
に
両
方
の

資
格
等
取
得
見
込
み
の
方
（
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
に
両
方
の

資
格
等
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
こ
の
試
験
に
合
格
し
て

も
採
用
資
格
を
失
い
ま
す
。）

但
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

②
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又

　

は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

　

が
な
く
な
る
ま
で
の
人

③
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後

　

に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又

　

は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府

　

を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を

　

主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団

　

体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に

来
年
度
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
期
間
は
８
月
３
日
～
８
月
17
日

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

加
入
し
た
人

■
試
験
日
及
び
試
験
方
法
等

⑴
第
１
次
試
験　

９
月
19
日（
日
）

　

筆
記
試
験　
［
教
養
（
高
校
卒

　

業
程
度
）・
適
性
］

⑵
第
２
次
試
験
（
試
験
日
は
第

　

１
次
試
験
合
格
者
の
方
に
の

　

み
別
途
通
知
し
ま
す
）

　

作
文
試
験
、
面
接
試
験
及
び

　

音
楽
実
技
（
ピ
ア
ノ
・
声
楽
）

■
申
込
方
法

⑴
申
込
受
付
期
間
・
時
間

　
８
月
３
日（
火
）～
８
月
17
日（
火
）

　
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

⑵
提
出
書
類

①
平
成
22
年
度
み
な
べ
町
職
員

　

採
用
試
験
申
込
書
（
役
場
総

　

務
課
に
あ
り
ま
す
）

②
履
歴
書

③
既
に
資
格
等
を
有
す
る
方
は
、

　

そ
の
保
育
士
登
録
証
及
び
幼
稚

　

園
２
種
以
上
の
免
許
状
の
写
し

⑶
提
出
先

　

〒
６
４
５
─
０
０
０
２

　
　

み
な
べ
町
芝
７
４
２
番
地

　
　
　

み
な
べ
町
役
場
総
務
課

⑷
提
出
方
法

※
提
出
先
へ
直
接
持
参
す
る
か
、

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
必
ず
「
簡

易
書
留
郵
便
」
と
し
、
封
筒
の

表
に
「
採
用
試
験
受
験
申
込
み
」

と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

場
合
、
８
月
17
日
ま
で
の
消
印

の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
総
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
は
、
防
災
意
識
を
さ
ら
に
高

め
、
防
災
行
動
力
を
確
実
に
身
に

つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

今
年
も
全
町
一
斉
に
防
災
訓
練

（
避
難
訓
練
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

９
月
５
日
（
日
）、
朝
８
時
、

避
難
放
送
を
行
い
、
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
町
が
指
定
し

た
避
難
場
所
や
各
区
で
定
め
た

避
難
場
所
へ
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

（
解
除
放
送
は
８
時
20
分
に
行
い

ま
す
）

　

な
お
、
雨
天
の
と
き
も
予
定
通

り
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
地
震
は
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

９
月
５
日
、一
斉
防
災
訓
練
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
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特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
20

歳
未
満
で
身
体
や
知
的
、
精
神

に
中
程
度
以
上
の
障
が
い
が
あ

る
、
ま
た
は
長
期
に
わ
た
っ
て

安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ

る
子
ど
も
を
、
家
庭
で
養
育
し

て
い
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
毎

年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

平
成
22
年
第
３
回
町
議
会
定

例
会
（
９
月
議
会
）
は
、
９
月

６
日（
月
）か
ら
開
会
予
定
で
す
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
21
年

度
各
会
計
の
決
算
や
、
補
正
予
算

な
ど
が
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
各
議
員
の
一
般
質
問

も
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
て
傍
聴
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

開
会
や
一
般
質
問
な
ど
の
日

程
に
つ
い
て
は
、
町
内
一
斉
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

心
身
障
害
児
等
在
宅
扶
養
手

当
は
、
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未

満
の
お
子
さ
ん
を
自
宅
で
扶
養

し
て
い
る
方
に
、
ま
た
、
在
宅

障
害
者
等
福
祉
手
当
は
、
障
が

い
が
あ
り
自
宅
で
生
活
し
て
い

る
20
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

（
※
心
身
障
害
児
等
在
宅
扶
養
手

　

８
月
15
日
（
日
）
は
、
65
回

目
の
終
戦
記
念
日
で
す
。
ま
た
、

「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念

す
る
日
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
、
先
の
大
戦
で
国
を
、

自
分
の
家
族
を
守
る
た
め
に
、

尊
い
自
分
の
命
を
捧
げ
た
方
々

に
思
い
を
は
せ
、
こ
の
方
々
が

身
を
挺
し
て
築
い
て
く
れ
た
平

和
の
あ
り
が
た
さ
を
か
み
し
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

町
は
こ
の
日
の
正
午
、
鎮
魂

の
た
め
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
の
で
、
心
を
込
め
て
黙
祷
を

お
願
い
し
ま
す
。

８
月
15
日
、終
戦
記
念
日

　

黙
祷
を
お
願
い
し
ま
す

９
月
議
会
は

９
月
６
日
か
ら
開
会
予
定
で
す

か
ら
お
知
ら
せ

議
会
事
務
局（　
72
━
１
３
３
４
）

TEL

建
設
課（　
74
━
３
３
３
５
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

８
月
28
日
は

紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

  
～
美
し
い
街
は
道
路
か
ら
～'10

　

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」、
８
月
10
日
（
火
）
は
「
道

の
日
」
で
す
。

　

今
年
も
県
内
一
斉
に
「
紀
州

路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
'10
」
が
、

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
も
、
８
月
28
日
（
土
）

午
前
に
、
主
要
な
道
路
の
清
掃

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
身
近
な
道
路
の
清

掃
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
建
設
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
は
８
月
末
ま
で
に

か
ら
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課（　
72
━
２
５
４
４
）

TEL

心
身
障
害
児
等
在
宅
扶
養
手
当

在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当

申
請
が
ま
だ
の
方
は
８
月
末
ま
で
に

当
の
支
給
額
は
、
月
額
５
０
０

０
円
で
、
在
宅
障
害
者
等
福
祉

手
当
の
支
給
額
は
、
月
額
４
０

０
０
円
で
す
。
ど
ち
ら
も
９
月

と
３
月
に
半
年
分
ず
つ
支
払
わ

れ
ま
す
。）

　

ど
ち
ら
も
対
象
に
な
る
の
は
、

●
町
内
に
住
み
（
在
宅
障
害
者

等
は
１
年
以
上
）、
●
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
お
ら
ず
、
次
の

①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を

持
っ
て
い
る
場
合
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２

級
・
３
級
・
４
級　

②
療
育
手
帳

Ａ
・
Ｂ　

③
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
・
２
級
・
３
級

　

な
お
、
支
給
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。

〔
但
し
、
在
宅
障
害
者
等
福
祉
手

当
に
は
収
入
制
限
（
７
４
４
１
０

０
円
）
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

国
民
年
金
障
害
基
礎
年
金
２
級

以
上
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
年

金
額
が
制
限
額
を
超
え
ま
す
の

で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。〕

　

障
が
い
の
状
態
が
支
給
要
件

に
該
当
し
て
い
る
が
申
請
し
て

い
な
い
と
い
う
方
は
、
８
月
31

日
（
火
）
ま
で
に
保
健
福
祉
課

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

但
し
、
す
で
に
申
請
済
の
方

は
、
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

か
ら
お
知
ら
せ

上
下
水
道
課（　

72
━
３
６
０
５
）

TEL

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
資
格
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

　

日
本
下
水
道
協
会
和
歌
山
県

支
部
は
、
平
成
22
年
度
和
歌
山

県
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
の
資
格
認
定
試
験
を
次

の
通
り
行
い
ま
す
。

●
試
験
日　

11
月
21
日
（
日
）

●
試
験
場
所　

和
歌
山
地
域
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
和
歌

山
市
紀
三
井
寺
８
５
６
）

（
11
月
７
日
同
会
場
で
希
望
者
に

受
験
講
習
を
実
施
）

●
申
込
書
配
布
期
間　

９
月
６

日
（
月
）
～
９
月
17
日
（
金
）

●
申
込
書
受
付
期
間　

９
月
13

日
（
月
）
～
９
月
17
日
（
金
）

●
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所　

上
下
水
道
課
（
第
１
庁
舎
隣
・

み
な
べ
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
）

●
問
合
先　

県
支
部
試
験
等
運

営
委
員
会
事
務
局
（
和
歌
山
市

建
設
局
下
水
道
部
下
水
道
総
務

課
内　

℡
０
７
３
─
４
３
５
─

１
０
９
３
）、
ま
た
は
町
上
下
水

道
課
へ
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歳
以
上
で
運
動
し
て
も
差
し
支

え
の
な
い
方

■
定
員　

20
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所　

高
城
公
民
館

※
送
迎
が
必
要
な
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
教
室
の
流
れ　

各
自
公
民
館

に
集
合
→
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血

圧
測
定
な
ど
）
→
運
動
教
室

（
約
１
時
間
）
→
休
憩
→
お
茶
会

（
時
々
）
→
各
自
解
散

■
自
己
負
担　

お
茶
代
（
実
費
）

　

元
気
！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ
ど
い

９
月
２
・
３
日
は

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（　
74
━
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

今
年
も
、
75
歳
以
上
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
敬
老
福
祉
大
会

各地区長寿クラブの役員さん（敬称略）
地区名 長 寿 ク ラ ブ 名 役　 員　 名 地 区 名 長 寿 ク ラ ブ 名 役　 員　 名
堺 堺第１長寿クラブ 井　上　久　夫 谷 口 第一寿養会 大久保　　　榮
〃 堺第２長寿クラブ 西　野　正　和 筋 第二寿養会 西　山　憲　一

埴 田 福寿会 坂　本　健三郎 徳 蔵 第三寿養会 武　田　福　美
片 町 和交クラブ 谷　地　謙　三 熊 岡 和楽会 楠　本　義　明
新 町 新町長寿クラブ 小　川　哲　男 晩 稲 松寿会 東　光　弘　巳
北 道 王子クラブ 堅　田　恒　夫 〃 梅の里 田　中　幸　作
南 道 南道長寿会 栗 山　　 雄 東 本 庄 明老会 佐々木　　　優
芝 栄寿クラブ 新　家　昭　煇 〃 天寿会 藤 原　　 奬

芝 崎 芝崎不老寿会 嶋　田　邦　夫 西 本 庄 楽生会 井　上　昭四郎
東吉田 東吉田長寿クラブ 古久保　忠　男 滝・ 高 野 城西第一寿会 大 串　　 淳
気佐藤 気佐藤長寿クラブ 尾　崎　盛　雄 土井・市井川 城西第二寿会 樫　本　政　夫
新 庄 新庄長寿クラブ 中　野　政　次 熊 瀬 川 梅寿会 中　村　博　和
千鹿浦 山　﨑　憲　治 島之瀬・広野

東 神 野 川 福寿会 岡　﨑　義　明
山 内 山内長寿会 中　田　武　男
東岩代 寿クラブ 地　主　昭太郎 大川・名之内 第一清寿会 勝　股　文　夫
西岩代 喜楽会 貴　志　貞　夫 木ノ川・軽井川 第二清寿会 平　山　榮　市

「
元
気
！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ
ど

い
」
を
９
月
２
日
（
木
）、
３
日

（
金
）
の
２
日
間
、
そ
れ
ぞ
れ
午

前
11
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、

紀
州
南
部
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル（
山

内
）
で
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ

て
ご
参
加
い
た
だ
き
、
一
日
楽

し
く
ゆ
っ
く
り
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
今
年
の
対
象
は
、
昭

和
11
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
で
す
。

●
２
日
の
参
加
対
象
地
区

　

南
部（
堺
・
埴
田
・
片
町
）地
区
、

岩
代
地
区
、
上
南
部
地
区

●
３
日
の
参
加
対
象
地
区

南
部
（
堺
・
埴
田
・
片
町
以
外
）

地
区
、
高
城
地
区
、
清
川
地
区

参
加
申
し
込
み
は

８
月
17
日
ま
で
に

長
寿
ク
ラ
ブ
役
員
さ
ん
へ

　

対
象
の
皆
さ
ん
に
は
、
８
月

上
旬
に
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。

参
加
申
込
書
を
同
封
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
記
入
の
上
、
８
月

17
日
（
火
）
ま
で
に
ご
自
分
の

地
区
の
長
寿
ク
ラ
ブ
役
員
さ
ん

（
上
表
）
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
ふ
れ
愛
セ
ン

タ
ー
（
保
健
福
祉
課
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
我
ら
梅
の
里
寝
込
ま
ん
ず
」７
期
生
募
集
！

介
護
予
防
お
た
っ
し
ゃ
運
動
教
室

　

介
護
予
防
お
た
っ
し
ゃ
運
動

教
室
は
、
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
３
か
月
単
位
（
12
講
座
）

で
行
っ
て
お
り
、
す
で
に
６
期

目
が
修
了
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
は
、
下
半
身
の
強
化
を
主

な
目
的
に
、
県
と
和
歌
山
大
学
が

共
同
で
開
発
し
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
わ
か
や
ま
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、「
ス
ト
レ
ッ
チ

運
動
」、「
ス
テ
ッ
プ
運
動
」、「
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」、「
筋
ト
レ

ウ
ォ
ー
ク
」
な
ど
の
運
動
を
組

み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
運
動
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
３
か
月
間
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
無
理
の
な
い
簡
単
な

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間
／
時
間　

９
月
16

日
～
12
月
９
日
ま
で
（
３
か
月

間
、
毎
週
木
曜
日
全
12
回
）
／

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象　

高
城
地
区
に
住
む
65

参
加
申
し
込
み
は

８
月
31
日（
火
）ま
で
に

　

く
わ
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
℡
74―

８
０
６
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
、
父
子
家
庭
の
父
に
も
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
申
請
（
認
定
請
求
）

が
必
要
で
す
。
支
給
要
件
や
所
得
制
限
を
確
認
の
う
え
、
該
当
す

る
方
は
、平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る

家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
生

活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄

与
し
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

○
父
子
家
庭
の

　

支
給
要
件
に
つ
い
て

　

次
の
１
か
ら
５
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、

父
が
そ
の
子
ど
も
を
監
護
し
、

か
つ
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
．
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

　

子
ど
も

２
．
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

３
．
母
が
一
定
の
障
が
い
の
状

　

態
に
あ
る
子
ど
も

４
．
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

　

い
子
ど
も

５
．
そ
の
他
（
母
が
１
年
以
上

　

遺
棄
し
て
い
る
子
ど
も
、
母

　

が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

　

る
子
ど
も
、
母
が
婚
姻
に
よ

　

ら
な
い
で
懐
胎
し
た
子
ど
も

　

な
ど
）

※
請
求
者
や
児
童
が
公
的
年
金

等
を
受
給
し
て
い
る
と
き
や
、
児

童
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し

な
い
と
き
、
児
童
福
祉
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
と
き
は
支
給
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

支
給
要
件
に
該
当
す
る
か
に
つ

い
て
は
、
ご
相
談
下
さ
い
。

○
手
当
額（
月
額
）に
つ
い
て

受
給
者
が
監
護
・
養
育
す
る
子

ど
も
の
数
や
、
受
給
者
の
所
得

等
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

●
児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給
：
４
１
，
７
２
０
円
、

一
部
支
給
：
４
１
，
７
１
０
円

か
ら
９
，
８
５
０
円

●
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目
加
算
額
：
５
，
０
０

０
円
、
３
人
目
以
降
１
人
に
つ

き
：
３
，
０
０
０
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
所
得
制

限
を
超
え
た
場
合
は
全
額
支
給

停
止
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
扶

養
義
務
者
（
同
居
の
直
系
血
族

お
よ
び
兄
弟
姉
妹
）
が
い
る
場

合
は
、
そ
の
方
の
所
得
制
限
も

あ
り
ま
す
。

○
父
子
家
庭
の
方
が
受
給

　

す
る
た
め
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

に
は
、
申
請
（
認
定
請
求
）
が

必
要
で
す
。

●
平
成
22
年
７
月
31
日
ま
で
に
支

給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
→　

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、

「
８
月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
22
年
８
月
１
日
以
降
、

11
月
30
日
ま
で
に
支
給
要
件
に

該
当
し
た
方
→　

11
月
30
日
ま

で
に
申
請
す
れ
ば
、「
要
件
に
該

当
し
た
日
の
翌
月
分
」
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
22
年
11
月
30
日
を
過
ぎ

る
と
、
申
請
の
翌
月
分
か
ら
の

支
給
に
な
り
ま
す
。

※
８
月
分
か
ら
11
月
分
が
支
給

児
童
扶
養
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
の

現
況
届
は
８
月
31
日
ま
で

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
子
ど
も
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
支

給
さ
れ
ま
す
。［
但
し
、
所
得
制

限
が
あ
り
、
請
求
者
と
扶
養
義
務

者
等
の
前
年
の
所
得
が
限
度
額

以
上
の
場
合
は
、
そ
の
年
度
（
８

月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）
は
、

手
当
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
が
支

給
停
止
に
な
り
ま
す
。］

　

児
童
扶
養
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
に
は
、
毎
年
８
月
に
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

現
況
届
は
、
８
月
初
め
に
母

子
家
庭
な
ど
で
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
送
付

し
ま
す
の
で
、
８
月
31
日
（
火
）

ま
で
に
住
民
環
境
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
３
日
・
４
日
は

テ
ー
プ
類
を
一
斉
回
収

　

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
に
は
、
金
属
が
含
ま
れ

て
い
る
た
め
、
適
正
に
処
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
為
、
町
で
は
、
テ
ー
プ

類
だ
け
の
一
斉
回
収
を
年
２
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
１
回
目
の
回
収
を
次

の
通
り
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
類
と
は
別
に
し
て
、
テ
ー

プ
類
だ
け
を
資
源
ご
み
用
指
定

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
８
月
３
日（
火
）→
埴
田
、梅
ヶ

丘
団
地
、鹿
島
台
、片
町
、新
町
、

北
道
、
上
南
部
地
区
、
熊
瀬
川

▼
８
月
４
日
（
水
）
→
堺
、南
道
、

中
島
、
芝
、
矢
谷
、
芝
崎
、
東

吉
田
、
気
佐
藤
、
新
庄
、
千
鹿

浦
、
山
内
、
東
岩
代
、
西
岩
代
、

高
城
地
区
（
熊
瀬
川
除
く
）、
清

川
地
区

さ
れ
る
の
は
「
12
月
」
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
住
民
環
境
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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教
育
学
習
課（　
74
━
３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

平成22年10月１日
●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。
●平成 22 年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実
　施する最初の国勢調査で、日本の未来を考えるために欠くことの
　できない最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な調査です。
●調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、
　生活環境の整備など、私たちの暮らしのために役立てられます。

　総務省・和歌山県・みなべ町　

国勢調査を実施します

＊第16回未来の科学の夢絵画展＊

■応募資格：町内小学生・中学生
■応募作品（テーマ）：
　未来の科学の世界や未来への夢をえがいたもの

たくさんのご応募待っています！

＊第17回発明発見創意くふう展＊

■応募資格：町内小学生・中学生
■応募作品：自分たちの生活に役立つ便利なもの、今まで
　にある物を改良して使いやすくしたもの、工夫をこらし
　たおもちゃ、その他アイデアを生かした創作品

～みんなで食べよう、日高の食材～
地産地消・料理コンテストのお知らせ
 日高地方の農産物・海産物を使った料理を募集します。
あなたのとっておきの料理を教えてください。

■応募資格
　どなたでも応募できます。
　○児童・生徒の部（高校生以下）○一般の部　に分かれます。
■募集期間
　８月16日（月）～９月30日（木）
■優秀作品の発表
　10 月下旬～ 11 月上旬　入賞者には、表彰状と日高特産品を贈呈。
■応募方法
　役場、ＪＡ、スーパー等においている応募用紙に記入し、下記住
　所に直接提出または郵送及びＥメールで応募してください。
　応募用紙は、日高振興局のホームページからも入手できます。

＜お問い合わせ先及び提出先＞
     〒 644-0011　御坊市湯川町財部 651
　　　日高振興局地域振興部企画産業課内　
　　　日高地方食育推進連絡会議事務局（℡ 0738-24-2946）

応募期間：９月１日（水）～９月10日（金）
応募作品は、各学校または各公民館へ提出してください。
くわしくは、教育学習課へ
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今
年
も
県
内
各
地
で

「
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」開
催

自
衛
隊
自
衛
官
を

　

募
集
し
ま
す

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

後
期
受
講
生
募
集

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
、

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

の
皆
様
へ
お
知
ら
せ

「
人
権
を
考
え
る
啓
発
標
語
」

　
　

を
募
集
し
ま
す

　

今
年
も
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
が

次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

来
春
大
学
・
短
大
・
高
専
・

専
修
学
校
を
卒
業
予
定
の
方
、
都

会
の
職
場
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

地
元
で
の
就
職
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
in
田
辺

―

紀
南
合
同
企
業
説
明
会―

▽
日
時　

８
月
12
日
（
木
）
13

時
～
16
時

▽
場
所　

田
辺
市
文
里
、
ガ
ー

デ
ン
ホ
テ
ル
ハ
ナ
ヨ
ア
リ
ー
ナ

▽
問
合
先　

田
辺
商
工
会
議
所

（
℡
22
─
５
０
６
４
）

■
き
の
く
に
人
材
Ｕ
タ
ー
ン

フ
ェ
ア

▽
日
時　

８
月
13
日
（
金
）
12

時
～
17
時

▽
場
所　

和
歌
山
市
友
田
町
、

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山

▽
問
合
先　

県
経
営
者
協
会（
℡

０
７
３
─
４
３
１
─
７
３
７
６
）

■
日
高
地
方
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア

▽
日
時　

８
月
14
日
（
土
）
13

時
～
15
時
30
分

▽
場
所　

御
坊
市
薗
、
御
坊
市

民
文
化
会
館

▽
問
合
先　

ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
就
職
支
援
事
業
推
進
セ

ン
タ
ー
（
℡
０
７
３
─
４
９
７

─
８
０
０
１
）

　

自
衛
隊
が
、
自
衛
官
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
行

い
ま
す
。（
①
応
募
資
格
②
受
付

期
間
③
試
験
日
）

●
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
②
９

月
24
日
ま
で
③
９
月
25
・
29
日

（
和
歌
山
市･

田
辺
市
）

●
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

　

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
②
８

月
１
日
～
９
月
10
日
③
９
月
27

日
（
和
歌
山
市
）

●
一
般
曹
候
補
生

　

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
②
８

月
１
日
～
９
月
10
日
③
１
次
＝

９
月
18
日（
和
歌
山
市
・
田
辺
市
）

●
航
空
学
生

　

①
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満
②
８
月
１
日
～
９
月
10
日
③

１
次
＝
９
月
23
日
（
和
歌
山
市
）

　

願
書
請
求
、
そ
の
他
お
問
い

合
わ
せ
は
、
自
衛
隊
御
坊
地
域

事
務
所
（
℡
０
７
３
８
─
23
─

０
０
２
０
）
ま
た
は
役
場
総
務

課
へ
。
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協

力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 

（http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/w

akayam
a/

）

　

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ

ラ
イ
ト
で
は
、
平
成
22
年
度
後

期
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
と

学
部
開
放
授
業
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

●
大
学
院
授
業
科
目　
「
情
報
科

学
概
論
」「
地
元
学
持
論
」「
異

文
化
交
流
」（
各
定
員
10
名
）

　

学
部
開
放
授
業
科
目　
「
科
学

を
楽
し
む
」「
み
ん
な
の
科
学
入

門
」（
各
定
員
50
名
）

●
講
義
日
程　

10
月
～
１
月

●
受
講
場
所　

田
辺
市
新
庄
町
、

県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ

ｇ
・
Ｕ

●
申
込
締
切
日　

８
月
31
日

（
火
）（
※
定
員
に
満
た
な
い
場

合
は
、
追
加
募
集
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。）

　

授
業
内
容
、
日
時
、
費
用
な

ど
く
わ
し
い
こ
と
の
お
問
い
合

わ
せ
と
受
講
申
し
込
み
は
、
同

サ
テ
ラ
イ
ト
事
務
室
（
℡
23
─

３
９
７
７
）
へ
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

http://w
w

w
.w

akayam
a-u.

ac.jp/nanki-kum
ano

※
和
歌
山
大
学
紀
南
サ
テ
ラ
イ

ト
は
、
７
月
１
日
か
ら
「
和
歌

山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト
」

に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
慰
労
給
付
金
の

支
給
対
象
と
な
ら
な
い
方
に
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
す
。

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
戦
地
等

に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務

に
服
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社

救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦
の
う
ち
慰
労
給
付
金

の
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
方
に

対
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

　

書
状
の
贈
呈
は
、
請
求
に
基

づ
い
て
行
な
う
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
書
状
の
請
求

を
さ
れ
る
方
は
、
総
務
省
大
臣

官
房
総
務
課
管
理
室
（
℡
03
─

５
２
５
３
─
５
１
８
２
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　和歌山県司法書士会では、次のとおり夜間多重
債務者相談会（無料）を開催しています。
■相談日時　毎週水曜日　午後６時～８時
　　　　　　（平成22年７月７日から９月29日まで）
■相談場所　和歌山県司法書士会会館
　　　　　　（和歌山市岡山丁24番地）
■相談方法　面接・電話いずれも予約不要
　　　　　　（℡ 073－422－0568）

夜間多重債務者相談会のお知らせ

【
作
品
テ
ー
マ
】
わ
た
し
た
ち
の

身
の
ま
わ
り
に
あ
る
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
に
向
け
た
啓
発

標
語

【
応
募
対
象
】
小
学
生
の
部
、
中

学
生
の
部
、
一
般
（
高
校
生
・

大
学
生
含
む
）
の
部

【
応
募
期
間
】
９
月
１
日
（
水
）

～
９
月
10
日
（
金
）

【
応
募
先
】
み
な
べ
町
谷
口
３
０

１
─
４　

み
な
べ
町
教
育
委
員
会

　

く
わ
し
く
は
、
教
育
学
習
課
へ
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　ミニドックの結果説明会の説明日と説明場所は、下表
の通りです。受診された方は、指定された日にお越しくだ
さい。なお、指定日に都合が悪い方は、指定日より後の日
にお越しください。

※受付時間は、いずれも午後１時～２時30分です。
但し、子宮・乳房（触診）検診の受付は、午後１時～１時30分です。

～ミニドックの結果説明会～

「マタニティー＆ベビーサロン」

（平成20年12月・21年1月生まれ）８月４日（水）

※上記のいずれも対象のお子さんには、案内状（予診票同
　封）を送ります。

13：00～13：30１歳６か月児健診

（平成19年2月・3月生まれ） ９月１日（水）13：00～13：30
3 歳６か月児健診

８月６日（金）・20日（金）・27日（金） 18：00～21：00
トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～

9月  8日（水）
9月17日（金）

平成16年４月２日～17年4月1日生まれのお子さん
（幼・保年長児相当）

13：00～13：20

8月30日（月）
生後３か月以上６か月未満のお子さん
（やむを得ない場合は１歳まで）

13：00～13：30Ｂ　　    Ｃ　      Ｇ

8月26日（木）
平成21年６月・7月生まれのお子さん

13：00～13：20麻しん風しん混合（１期）

麻しん風しん混合（２期）

８月４日(水)、１歳６か月児健診で
清川中学校３年生が思春期体験学習を行います。

（いずれも雨天中止、着替え・タオルご持参ください。）

８月のおひさま広場はプールで水遊び

９月のおひさま広場

（℡ 72-4520）◆南部保育所 4～6日（水～金）10：00～11：00
2～6日（月～金）10：00～11：00（℡ 75-2044）◆高城保育所

５日（木） 10：00～11：00（℡ 76-2251）◆清川保育所

５日（木） 10：00～11：00（℡ 74-3022）◆上南部保育所
19日（木） 10：00～11：00◆ 〃 　外で自由遊び

２日（木）10：00～11：00◆清川保育所 外で自由遊び（雨天中止）

2日・16日（木）10：00～11：00◆上南部保育所 外で自由遊び

９日（木） 10：00～11：00◆高城保育所 外で自由遊び

22日（水） 10：00～11：00◆ 〃 　 お月見会

５日（木）10：00～11：00（℡ 72-2371）◆愛之園保育園 ※申込必要

磯遊び（雨天中止）24日（金）9：30～11：00◆愛之園保育園 ※申込必要
　平成４年４月２日～５年４月１日生まれの高校３年生に
相当する皆さん、もう麻しん風しん（Ⅳ期）混合予防接種
をしましたか。
　まだの方は、８月末までに町内の各医療機関で接種し
てください（無料）。
　また、中学１年生で、麻しん風しん（Ⅲ期）混合予防接
種を未接種のお子さんも、８月末までに接種してください。

高校３年生の皆さん
麻しん風しん混合予防接種をしましたか？

　国保メタボ健診（特定健診）の結果から、メタボリック
シンドローム（内臓脂肪症候群）またはその予備群と判
定され、保健指導が必要と判定された方におすすめし
ています。
　教室では、メタボリックシンドロームについて理解し、生活
習慣の改善を行い、健康な生活を送れるよう運動や食事
についていっしょに考えていきます。ぜひご参加ください。

『健康塾』が始まります！特定保健指導

８月３日（火）

　　 ４日（水）

　　 ６日（金）

　　10日（火）

　　11日（水）

説　明　日 説明場所

８月17日（火）

　  18日（水）

説　明　日 説明場所

　  20日（金）

　  25日（水）

　  27日（金）

役場第一庁舎

ふれ愛センター

ふれ愛センター

〃

〃

〃

〃

〃

高城公民館

清川公民館

日　時：８月９日（月）13：30～14：30

場　所：こひつじランド（埴田、愛之園保育園内）

内　容：①出産に向けて助産師からのアドバイス
　　　　②赤ちゃんの食事（離乳食について）
　　　　栄養士からのアドバイスや試食があります。

対　象：妊婦または小さなお子さんの保護者
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連絡は教育学習課

８月の消費生活相談会

13日（金）13：00～16：00
役場第1庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

８月の人権・行政相談

19日（木）13：30～15：30
役場第1庁舎で
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

８月の県による巡回職業相談
26日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

14日（土）（9：30～16：00）
８月の田辺年金事務所年金相談

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童
委員さんと一体になって活動す
る主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

8月は

◆夏の子どもまつり2010
　（9：30～12：00・堺漁港）
◆上南部中、第2回廃品回収
◆日高地方障害児者のつながりを
　広めるサマースクール（10：00～
　日高町農村環境改善センター）
◆日高子ども絵画作品展
　（～2日・印南町公民館）

◆南部幼、登園日（年少・年中）
◆南部中、登校日・租税教室
◆高城保、
　おひさま広場（開放保育）・
　プールで水遊び（～6日・10：00～）

◆「カプラで遊ぼう！」
　（13：30～・ふれ愛センター）
◆Ｕターンフェアｉｎ田辺
　―紀南合同企業説明会―
　（13：00～・田辺市　
　ガーデンホテルハナヨアリーナ）

◆南部幼、登園日（全園児）
◆南部中3年生、登校日
◆高城小1・2年生、登校日
◆上南部保、
　おひさま広場（開放保育）・
　外で自由遊び（10：00～）
◆人権・行政相談
　（13：30～・役場第1庁舎）

◆麻しん風しん混合（1期）予防
　接種（13：00～・ふれ愛センター）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆元気！ふれあい長寿のつどい
　（11：00～・紀州南部ロイヤルホテル）
◆上南部保・清川保、
　おひさま広場（開放保育）・
　外で自由遊び（10：00～）
◆愛之園保すみれ組、クッキング

◆消費生活相談会
　（13：00～・役場第1庁舎）
◆きのくに人材Ｕターンフェア
　（12：00～・和歌山市　
　ホテルグランヴィア和歌山）

◆高城小3・4・5・6年生、登校日
◆「つくってあそぼう！“紙皿まわし”」
　（14：00～・ゆめよみ館）
◆南部長寿大学、「地域の歴史
　学習」（南部公民館）

◆おはなしをきく会（14：00～・
　生涯学習センター３階視聴覚ホール）

◆元気！ふれあい長寿のつどい
　（11：00～・紀州南部ロイヤルホテル）

◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）
◆日高地方Ｕターンフェア
　（13：00～・御坊市　
　御坊市民文化会館）

◆高城中、2学期始業式
◆紀州路クリーン大作戦'10
◆こひつじランド第4回育児講座
　「子どもの事故予防学習会」
　（9：45～・ふれ愛センター）

◆第2回梅の里少年野球大会
（・22日・28日・29日、共和球場外）

戦没者を追悼し
　平和を祈念する日」
（正午にサイレンを鳴らしますので
黙祷をお願いします）

◆上南部小、登校日
◆清川小、登校日
◆清川中１年、平和学習で大阪へ

◆高城小、臨海学習（～10日）
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・こひつじランド）

◆夏の星空観察会
　（20：00～・上南部小）

◆町内各小中学校、２学期始業式
◆白梅幼、２学期始業式
◆清川中、租税教室
◆岩代小、校内水泳大会
◆ＢＣＧ予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部中3年生、登校日
◆岩代小、新校舎移転作業
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～16：30）

◆岩代小5年生、キャンプ
◆上南部小、夏休み作品展（～9/2）
◆高城小、夏休み作品展（～9/2）
◆上南部保、関電人形劇観劇（年長）

◆夏の星空観察会
　（20：00～・上南部小）

◆上南部保、保育参観
　（プール参観＆給食参観）
◆南部小、全校登校日
◆南部中、登校日
◆高城保、お弁当作り

◆上南部中3年生、登校日
◆ひかり保、後期夏季保育
◆夏のおはなし会スペシャル
　（14：00～・ゆめよみ館）

◆南部幼、２学期始業式
◆南部小、夏休み作品展（～3日）
◆「未来の科学の夢絵画展」＆
　「発明発見創意くふう展」の
　応募作品受付開始（～９月10日）
◆3歳6か月児健診
　（13:00～・ふれ愛センター）

◆上南部中、
　全校登校日（平和学習）
◆ひかり保、前期夏季保育終了
◆テープ類一斉回収
　（火曜日がプラごみ回収日の
　地域の方、出してください）

◆清川中３年生、思春期体験学習
◆南部保、
　おひさま広場（開放保育）・
　プールで水遊び（～6日・10：00～）
◆テープ類一斉回収
　（水曜日がプラごみ回収日の
　地域の方、出してください）
◆1歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆愛之園保すみれ組、
　お泊り保育（～8日）
◆清川中３年生、職場体験学習
　（～10日・19日・20日）
◆夏の星空観察会
　（20：00～・上南部小） ◆夏の星空観察会

　（20：00～・上南部小）

◆上南部小、
　親師会環境整備作業（8：00～）
◆清川小、環境整備作業（8：00～）
◆南部高校吹奏楽部演奏会
　（18：00～・紀南文化会館大ホール）

◆高城中、臨海体験学習（～30日）
◆南部小、環境美化作業

水の日

道の日
製品安全点検日

食育の日

◆高城小、全校登校日（平和学習）
◆清川中2年、
　平和学習で広島県へ（～6日） 
◆上南部保・清川保・愛之園保、
　おひさま広場（開放保育）・
　プールで水遊び（10：00～）

◆上南部小5年生、
　宿泊体験学習（～7日）
◆高城中、職業体験（～10日）
◆夏の星空観察会
　（20：00～・上南部小）

◆夏の省エネキャンペーン（～9月30日）

第２土曜日 午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日 午前8：30～午後5：15

夏の省エネ総点検の日

★鹿島神社花火祭り

★北道王子祭り

各納期　町県民税（普通徴
収1期・全期）/固定資産税（1
期・全期）/国民健康保険税
（普通徴収1期・全期）/介護保
険料（普通徴収1期）/後期高
齢者医療保険料（普通徴収1
期）/公共下水道受益者負担
金（1期・全期）
〔水道料金（5・6月分）/公共下
水道使用料（5・6月分）/農業
集落排水使用料（6・7月分）の
各窓口納付〕

各納期　町県民税（普通徴収2
期）/国民健康保険税（普通徴収
2期）/介護保険料（普通徴収2
期）/後期高齢者医療保険料（普
通徴収2期）

◆建築物防災週間（30日～9月5日）
◆防災週間（30日～9月5日）

◆道路防災週間（25日～31日）
◆水の週間（1日～7日）
◆道路ふれあい月間

◆電気使用安全月間
◆食品衛生月間　
◆北方領土返還運動全国強調月間

◆自然に親しむ運動（～8月20日）
◆「青い羽根募金」強調運動期間

◆町内一斉防災訓練
　（朝８時の避難放送とサイレン
　を合図にご参集ください）
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連絡は教育学習課

８月の消費生活相談会

13日（金）13：00～16：00
役場第1庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

８月の人権・行政相談

19日（木）13：30～15：30
役場第1庁舎で
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

８月の県による巡回職業相談
26日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

14日（土）（9：30～16：00）
８月の田辺年金事務所年金相談

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童
委員さんと一体になって活動す
る主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

8月は

◆夏の子どもまつり2010
　（9：30～12：00・堺漁港）
◆上南部中、第2回廃品回収
◆日高地方障害児者のつながりを
　広めるサマースクール（10：00～
　日高町農村環境改善センター）
◆日高子ども絵画作品展
　（～2日・印南町公民館）

◆南部幼、登園日（年少・年中）
◆南部中、登校日・租税教室
◆高城保、
　おひさま広場（開放保育）・
　プールで水遊び（～6日・10：00～）

◆「カプラで遊ぼう！」
　（13：30～・ふれ愛センター）
◆Ｕターンフェアｉｎ田辺
　―紀南合同企業説明会―
　（13：00～・田辺市　
　ガーデンホテルハナヨアリーナ）

◆南部幼、登園日（全園児）
◆南部中3年生、登校日
◆高城小1・2年生、登校日
◆上南部保、
　おひさま広場（開放保育）・
　外で自由遊び（10：00～）
◆人権・行政相談
　（13：30～・役場第1庁舎）

◆麻しん風しん混合（1期）予防
　接種（13：00～・ふれ愛センター）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆元気！ふれあい長寿のつどい
　（11：00～・紀州南部ロイヤルホテル）
◆上南部保・清川保、
　おひさま広場（開放保育）・
　外で自由遊び（10：00～）
◆愛之園保すみれ組、クッキング

◆消費生活相談会
　（13：00～・役場第1庁舎）
◆きのくに人材Ｕターンフェア
　（12：00～・和歌山市　
　ホテルグランヴィア和歌山）

◆高城小3・4・5・6年生、登校日
◆「つくってあそぼう！“紙皿まわし”」
　（14：00～・ゆめよみ館）
◆南部長寿大学、「地域の歴史
　学習」（南部公民館）

◆おはなしをきく会（14：00～・
　生涯学習センター３階視聴覚ホール）

◆元気！ふれあい長寿のつどい
　（11：00～・紀州南部ロイヤルホテル）

◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）
◆日高地方Ｕターンフェア
　（13：00～・御坊市　
　御坊市民文化会館）

◆高城中、2学期始業式
◆紀州路クリーン大作戦'10
◆こひつじランド第4回育児講座
　「子どもの事故予防学習会」
　（9：45～・ふれ愛センター）

◆第2回梅の里少年野球大会
（・22日・28日・29日、共和球場外）

戦没者を追悼し
　平和を祈念する日」
（正午にサイレンを鳴らしますので
黙祷をお願いします）

◆上南部小、登校日
◆清川小、登校日
◆清川中１年、平和学習で大阪へ

◆高城小、臨海学習（～10日）
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・こひつじランド）

◆夏の星空観察会
　（20：00～・上南部小）

◆町内各小中学校、２学期始業式
◆白梅幼、２学期始業式
◆清川中、租税教室
◆岩代小、校内水泳大会
◆ＢＣＧ予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部中3年生、登校日
◆岩代小、新校舎移転作業
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～16：30）

◆岩代小5年生、キャンプ
◆上南部小、夏休み作品展（～9/2）
◆高城小、夏休み作品展（～9/2）
◆上南部保、関電人形劇観劇（年長）

◆夏の星空観察会
　（20：00～・上南部小）

◆上南部保、保育参観
　（プール参観＆給食参観）
◆南部小、全校登校日
◆南部中、登校日
◆高城保、お弁当作り

◆上南部中3年生、登校日
◆ひかり保、後期夏季保育
◆夏のおはなし会スペシャル
　（14：00～・ゆめよみ館）

◆南部幼、２学期始業式
◆南部小、夏休み作品展（～3日）
◆「未来の科学の夢絵画展」＆
　「発明発見創意くふう展」の
　応募作品受付開始（～９月10日）
◆3歳6か月児健診
　（13:00～・ふれ愛センター）

◆上南部中、
　全校登校日（平和学習）
◆ひかり保、前期夏季保育終了
◆テープ類一斉回収
　（火曜日がプラごみ回収日の
　地域の方、出してください）

◆清川中３年生、思春期体験学習
◆南部保、
　おひさま広場（開放保育）・
　プールで水遊び（～6日・10：00～）
◆テープ類一斉回収
　（水曜日がプラごみ回収日の
　地域の方、出してください）
◆1歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆愛之園保すみれ組、
　お泊り保育（～8日）
◆清川中３年生、職場体験学習
　（～10日・19日・20日）
◆夏の星空観察会
　（20：00～・上南部小） ◆夏の星空観察会

　（20：00～・上南部小）

◆上南部小、
　親師会環境整備作業（8：00～）
◆清川小、環境整備作業（8：00～）
◆南部高校吹奏楽部演奏会
　（18：00～・紀南文化会館大ホール）

◆高城中、臨海体験学習（～30日）
◆南部小、環境美化作業

水の日

道の日
製品安全点検日

食育の日

◆高城小、全校登校日（平和学習）
◆清川中2年、
　平和学習で広島県へ（～6日） 
◆上南部保・清川保・愛之園保、
　おひさま広場（開放保育）・
　プールで水遊び（10：00～）

◆上南部小5年生、
　宿泊体験学習（～7日）
◆高城中、職業体験（～10日）
◆夏の星空観察会
　（20：00～・上南部小）

◆夏の省エネキャンペーン（～9月30日）

第２土曜日 午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日 午前8：30～午後5：15

夏の省エネ総点検の日

★鹿島神社花火祭り

★北道王子祭り

各納期　町県民税（普通徴
収1期・全期）/固定資産税（1
期・全期）/国民健康保険税
（普通徴収1期・全期）/介護保
険料（普通徴収1期）/後期高
齢者医療保険料（普通徴収1
期）/公共下水道受益者負担
金（1期・全期）
〔水道料金（5・6月分）/公共下
水道使用料（5・6月分）/農業
集落排水使用料（6・7月分）の
各窓口納付〕

各納期　町県民税（普通徴収2
期）/国民健康保険税（普通徴収
2期）/介護保険料（普通徴収2
期）/後期高齢者医療保険料（普
通徴収2期）

◆建築物防災週間（30日～9月5日）
◆防災週間（30日～9月5日）

◆道路防災週間（25日～31日）
◆水の週間（1日～7日）
◆道路ふれあい月間

◆電気使用安全月間
◆食品衛生月間　
◆北方領土返還運動全国強調月間

◆自然に親しむ運動（～8月20日）
◆「青い羽根募金」強調運動期間

◆町内一斉防災訓練
　（朝８時の避難放送とサイレン
　を合図にご参集ください）
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